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１．はじめに 

  近年様々な現場での活用が進んでいるＵＡＶ(Unmanned Aerial Vehicle)について、河川の調査・管理で活用を

図るべく、ＵＡＶの特徴、計測精度、そして課題把握などを行った。 
 

２．ＵＡＶの特徴 

機器仕様などからＵＡＶの長所短所について表－１に整理した。 
表－１ ＵＡＶの長所・短所 

長 

所 

 小型・軽量のため運搬が容易 

 操縦者の免許不用 

 動作は静音、飛行は安定 

 簡単に上空から写真撮影 

 撮影写真から立体化が可能 

短 

所 

 飛行時間が短い 

 天候により使用困難 

 目視操作が基本 

 150ｍ以上高度飛行は許可必要 

 墜落・操作不能もあり得る 

 

３．河川調査や管理における活用シーンの想定と計測精度の把握 

（１）河川調査・管理での活用シーン 

今まで撮影や把握が困難であったり、撮影に大がかりな手間を要した箇所での活用が考えられる（図－２）。 
図－２ 河川調査・管理での活用シーン 

   
 
 
 

 
 

①維持管理における活用：船や足場を必要とした場所や接近が困難な場合に有効        ②災害時に活用：立入が困難な場合に有効 

（２）施設点検を想定したＵＡＶ計測の精度調査 

河川調査・管理においてＵＡＶの撮影や計測等の際に必要となる精度を確認するため、図－３のように堤防護

岸にスケール板を置いて、ＵＡＶの高度を変化させて板に記載の線幅の判読を行った。その結果、カメラの解像

度も踏まえて高度７ｍでは１㎜幅が確認できる事がわかった（図－４）。さらに撮影画像を使って解析ソフトを使

うと細かな幅まで判定することが可能である。但し、影になる部分では判読が著しく劣るため、撮影目的を踏ま

えて太陽の位置や天候なども踏まえる必要がある。 
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図－１ ＵＡＶの概要 

近接が困難な河岸（飛行イメージ） 高い場所の施設点検 

破堤等容易に近づけない場所 

図－４ＵＡＶ撮影高度別のクラック認識幅 図－３ ＵＡＶの高度別のスケール板の撮影調査 

高度７ｍで

１㎜を判読 



（３）ＵＡＶ撮影画像をもとにした立体化作成と横断図の抽出 

 更なる活用として、ＵＡＶ撮影画像をもとに立体化処理を行い、立体図から河川横断図を抽出することが可能

である（図－５）。この立体図からは、任意の横断図を抽出できるという活用が考えられる。今回、高度別にＵＡ

Ｖで撮影した画像から立体図を作成し、河川横断図を抽出して過年度に実施した定期横断測量との精度比較を行

った（図－６）。その結果、堤防部分は約 50 ㎜

程度の誤差であり、精度として満足いくもので

あったが、植生が繁茂する河川敷部分や水面は

立体化が難しいことがわかった。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．災害時における活用 

 ＵＡＶの最大の活用方法として、災害時に迅速に被災現場を飛行して状況画像を撮影し、画像の立体化によ

り被災の具体状況の把握することが求められるものである。今回、実際に河川沿いの道路路面にクラックが発生

している現場にて調査を行った（図－７）。調査の結果、現地に到着して４９分という短時間で画像から立体化処

理を行って現地のおおよその被災状況を把握できることがわかった。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめ 

  河川の調査や管理におけるＵＡＶの活用について、今回一定の確認が図れた。このため活用の推進を図る一

方、急速に普及するＵＡＶは、規制や免許を必要としないことから、運用の際の安全性確保が課題とされ、今

後、早急に検討しなければならない。 
  また、従来の河川堤防の各種調査に比べ効率化や精度向上が見込まれるＵＡＶにおいて、他の調査・管理に

おける活用シーンをさらに想定、検討し、活用の拡大を目指すものである。  

図－５ ＵＡＶ撮影画像をもとに作成した立体図 

写真から3次元化して、横断図

を作成（黄色線） 

堤防天端裏法肩標高の 
真値との乖離値 
・高度 14m ：52mm 
・高度 50m ：65mm 
・高度 100m：51mm 

図－６ 高度別に作成した立体図から抽出し
た横断図の比較 

河岸肩標高の 
真値との乖離値 
・高度 14m ：617mm 
・高度 50m ：797mm 

・高度 100m：450mm 

水面付近はガラスのように撮影画
像の特徴点がなく精度が悪い。 

植生に隠
れた地表
面が捉えら
れず精度
が悪い 

堤防 堤防 

ＵＡＶ撮影の河川敷 

河川敷 

河川敷 

水部 

【作業時間】 合計４９分 

①作業開始準備：20分 

②撮影（1フライト）：11分 

③データ移動：1分 

④解析：17分 
写真：撮影規模 1,200 ㎡（400×300）撮影、高度 180ｍ、撮

影数約 400 枚（速報解析 70 枚、詳細解析 200 枚使用） 

図－７ 災害箇所をＵＡＶで迅速に撮影し、立体化した画像 

道路路面に亀裂が生じている状況が確
認できる。クラック延長や幅等につい

てもトラックや近傍の物との対比によ
り、おおよその大きさを把握 

ＵＡＶ撮影の水面 樹林が繁茂 
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